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日本科学技術ジャーナリスト会議 会報

「人新世」の科学ジャーナリズム
北 村 行 孝

　JASTJ30周年の年も暮れようとしている。新聞記者やそ
の後の大学教員生活を終えて、半世紀分のスクラップ、資
料類などを整理・始末していると、科学・技術をとりまく
時代の激変ぶりを改めて痛感させられる。
　時代の変化を概観するのに、100年間を四等分すると便利
である。筆者が生まれたのが20世紀真ん中の1950年。広島・
長崎の原爆被災、日本の敗戦からわずか５年後で、当時の世
界人口は25億人。この年からの25年間は、ちょうど日本での
科学ジャーナリズムの胎動期に当てはまる。
黎明期の歩み
　敗戦の荒廃から立ち直るために科学技術が重視され、原
子力委員会や科学技術庁の発足などが相次いだ（56年）。旧
ソ連が初の人工衛星を打ち上げ（57年）、米ソの宇宙開発競
争も激化しようとしていた。こうした状況に対応するため
に、55年から60年にかけ日本では主要全国紙や通信社に科
学部など科学技術取材部門が相次いで生まれた。
　「科学・技術」がまだ夢や輝きを失っていない時代で、一
般市民にその先端をわかりやすく伝えることに力が注がれ
た。JASTJ二代会長の牧野賢治さんは、こうした頃を「啓
蒙的科学ジャーナリズム」の時代と分類している。
社会のなかの科学技術へ
　75年から始まる次の四半世紀には、公害問題をへて地球
環境問題が意識され、生命科学が急進展を見せ始める。こ
のころに、筆者の記者生活も始まった。
　生まれたばかりの遺伝子組み換え技術の適用を巡って研
究の条件付き停止をめざす「アシロマ会議」（75年）が開かれ、
米TMI原発事故（79年）、旧ソ連チェルノブイリ原発事故、
米スペースシャトル「チャレンジャー事故」（ともに86年）

など巨大科学システムの事故も続く。科学ジャーナリズム
も、「社会のなかの科学技術」に視野を広げなければならな
い時代に入った。
　こうしたなか、94年にJASTJが誕生している。世界人口
は60億人に迫ろうとしていた。また、ネット社会が急進展
をはじめ、社会の情報環境を激変させていく。科学ジャー
ナリズムに加え、科学コミュニケーションの必要性も指摘
されるようになった。
人類文明危機の時代に
　続く21世紀初めの四半世紀は、まだ記憶に新しい。2003
年には、100年かかるといわれた「ヒトゲノム計画」が完了
して生命科学が加速。人間活動の拡大はとどまるところを
知らず、10年には世界人口が70億人を突破。地球環境問題
の “元凶” が人類であることが鮮明になり、現今の地質年代
名を「人新世」に改称すべきという提唱もなされている。
　世界情勢も混迷の度を深め、核兵器の廃絶が遠のくばか
りか、ＡＩや宇宙空間の軍事利用なども現実的な危機にな
ってきた。フェイクニュースが世界を侵食しつつもある。「人
類文明の危機」という言葉が大げさではない時代に、科学
ジャーナリズムはどう進むべきか。
　大きすぎるテーマではあるが、危機の実相を解き明かし
て制御の方策を探るためにも、科学ジャーナリズムが対象
とする「諸科学の営み」が欠かせないのも現実である。
　科学や技術分野に限らず、フェイクの時代に抗して「フ
ァクト（事実）」を掘り起こして適正に広く伝える手間暇の
かかる活動の必要性は、ますます高まっていくのではない
だろうか。21世紀第二の四半世紀を前に、そんなことを思
っている。� （JASTJ監事／会員）
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ニュース

第22期科学ジャーナリスト塾が開講
生成AI時代、人間からなにを学ぶか

　第22期科学ジャーナリスト塾（J塾）の開講式が9月
5日、日比谷図書文化館で行われた。生成AI時代にお
けるジャーナリストの存在意義、そしてJ塾の役割に
ついて深く考えさせられる開講式だった。
　冒頭、室山哲也会長は「生成AI時代、科学ジャー
ナリスト塾はどうあるべきか」という問いを投げかけ
た。これは、8月22日に開催されたJASTJ月例会での
亀松太郎さんの講演「AI時代に記者や編集者は生き
残れるか？」を踏まえ
たものだ。亀松さんは
J塾の講師でもある。
　室山会長は「塾生が
書いた文章を講師が修
正したものと、生成
AIが修正したものと
を比較したい。一体ど
こが違うのか興味があ
る」と述べ、生成AI
が様々な分野に浸透する社会において、「人間にしか
できないことはなにか」と塾生や講師をはじめ開講式
の参加者に問いかけた。
　文章を書くことだけではなく、取材や企画において
も、人間以上の良いものを生成AIが作り出す時代が、
もうすぐそこに来ているかもしれない。そんな時代に
人間がジャーナリストとして存在することに意味はあ
るのだろうか。もし意味があるとすれば、生成AIとど

のような関係を築いていくべきなのだろうか。J塾は
どのようなことを教え、伝える場所になるのだろうか。
　今期は21名の塾生が集まった。研究機関の広報担当
者、ジャーナリスト、高校の社会科教師、映画監督な
ど、多彩なバックグラウンドを持つ顔ぶれだ。塾長は、
前期に引き続き高橋真理子さんが務める。
　コロナ禍後の第20期から授業はオンラインが中心
になり、地方在住者も参加しやすくなった。今期も

オンデマンド講義と
ライブZoom講義を組
み合わせた授業が行
われる。塾生は半年間
のJ塾での学習と経験
を経て、最終課題とし
て、文章、映像、プレ
ゼンテーションのい
ずれかの作品を提出
する。講義を行う講師

のほか、宿題の添削指導を行うアドバイザー、最終
課題の制作の助言をするメンター、そして運営を支
えるスタッフ、サポーターが、塾生一人ひとりの挑
戦と成長を後押しする。
　室山会長が塾生への期待を込めて語ったように、「人
間の講師とやり取りする中でしか学べないこと」を意
識して取り組んでいきたい。
� （J塾第22期生 玉井裕也）

開講式に集まった塾生、講師ら（撮影：滝順一）

1 9 月 5 日（木）19:00 〜 21:00
【リアル開催・日比谷図書文化館】開講式・ガイダンス
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9 月 12 日（木）〜            オンデマンド講義 1, 2
「テーマの立て方」  軍司達男、室山哲也
9 月 19 日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
軍司達男、室山哲也
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9 月 26 日（木）〜            オンデマンド講義 3, 4
「文章の書き方、伝え方」  長谷川聖治、高橋真理子
10 月 3 日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
長谷川聖治、高橋真理子、アドバイザー、「宿題１講評」
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10 月 10 日（木）〜            オンデマンド講義 5, 6
「取材の心得」  瀧澤美奈子、勝田敏彦
10 月 17 日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
瀧澤美奈子、勝田敏彦、縣秀彦

実習
①

10 月 19 日（土）13:30 〜  
取材実習  国立極地研究所（東京都立川市）

実習
②

10 月 24 日（木）19:00 〜 20:30
ZOOM 取材実習  国立極地研究所

5 10 月 31 日（木）〜            オンデマンド講義 7, 8
「ウェブジャーナリズム」  亀松太郎、山口一臣

実習
③

11 月 2 日（土）13:30 〜  
取材実習  南極観測船「しらせ」（東京都大田区）

5 11 月 7 日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
亀松太郎、山口一臣、「宿題２講評」

5 11 月 14 日（木）〜            オンデマンド講義 9, 10（※先行配信）
講義「映像の撮り方、伝え方」  村松秀、泉大知
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11 月 21 日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義

「取材したことをどうまとめるか」  渥美好司
宿題３・取材実習の記事をみんなで議論

7 12 月 4 日（水）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
村松秀、泉大知、「宿題４講評」
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12 月 12 日（木）〜            オンデマンド講義 11, 12
インタビュー「私の歩んだ道」  インタビュアー高橋真理子
由利伸子「研究を伝える仕事」
浅川直輝「科学ジャーナリスト塾第一期生の軌跡」"
12 月 19 日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
由利伸子、浅川直輝、質疑応答と作品の悩み相談会
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1 月 9 日（木）〜            オンデマンド講義 13, 14
「雑誌と本の作り方」  佐藤年緒、吉田宇一
1 月 16 日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
佐藤年緒、吉田宇一、高木靱生

10 2 月 6  日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
作品発表（1）

11 2 月 13 日（木）19:00 〜 20:30    ライブの ZOOM 講義
作品発表（2）

12
2 月 26 日（水）19:00 〜 21:00

【リアル開催・日比谷図書文化館】修了式
講師、アドバイザー、塾 OB ほか

第22期 科学ジャーナリスト塾スケジュール

2



ニュース

J塾生が取材実習
極地の解明に挑む観測隊、支える砕氷艦

　第22期科学ジャーナリスト塾の塾
生がカリキュラムの一環として、北
極圏・南極圏研究の現場を取材した。
立川市にある国立極地研究所（以下、
極地研）への訪問やオンライン取材
から「しらせ」乗船まで、一連の取
材実習で熱量の高い質疑応答が展開
された。

倉庫でも実験室でも相次ぐ質問
　10月19日の極地研での取材実習
は、野木義史所長の講演から始ま
った。野木所長は、「極地の観測・
研究は気候変動を理解するために
欠かせず、生物多様性や地球環境
の保全の観点でも重要」と述べた。講演の後、倉庫
と実験室を見学した。倉庫では、『しらせ』に積む
実験器具や建築の資材、コンテナが積みあがる中、
熊谷宏靖広報室長から南極観測事業の概要を聞き、
倉庫内を見て回った。
　実験室には、二次イオン質量分析計（Sensitive 
High-Resolution Ion Micro Probe、頭文字から
SHRIMPと略称される）という装置があった。堀江
憲路助教の説明によると、SHRIMPはごく微量の原
子を検出できる機器で、その精度は非常に高く、「日
本列島全体から、東京都の極地研に何人いるか」が
わかるほどだという。
　それぞれの場で、塾生からの質問が相次ぎ、終了
時刻になっても質問が続いた。敷地内にある無料の
公開施設「南極・北極科学館」に移動した後、さら
に質問を続ける塾生も見られた。

南極の氷床が減っている？
　南極は東側と西側に大別でき、日本は東側で最大級

のトッテン氷河の研究を精力的に進
めている。トッテン氷河では張り出
した棚氷の下に海底峡谷があること
が明らかになっている。10月24日の
オンライン取材実習では、平野大輔
助教が最近の研究成果を詳しく説明
した。温暖化の影響で海底峡谷に周
囲よりも水温の高い海水が流れ込
み、氷河を底から溶かす「底面融解」
が起きているという。
　塾生から温暖化について問われる
と、平野助教は「温暖化で氷床は減
るだけでなく、増えることも考えら
れる。今何が起きているかを解明す
ることが重要である」と答えた。現

象の解明に取り組む研究者の熱いまなざしが、画面越
しに伝わってきた。

南極観測支える砕氷艦「しらせ」
　11月2日には大田区大井食品ふ頭に停泊中の「しら
せ」に乗船した。「しらせ」は海上自衛隊が運航する
砕氷艦だ。齋藤一城艦長が砕氷艦と航海の概要を紹介
した。船内には用途別に実験室が複数備えられ、取材
実習時点でもすでに研究用の機器があった。揺れに耐
えられるよう厳重に固定されている。操船を行う「艦
橋」にも入り、様々な計器類を間近で見た。普段目に
しない機器類がたくさん並んでいることもあり、乗組
員の自衛隊員がみな質問攻めの状態であった。
　11月20日に出港した「しらせ」は、オーストラリア
のフリーマントルで第66次南極地域観測隊員を乗せて
南極へ向かう。塾生の質問によどみなく答える研究者
や自衛官の表情は楽しげで、熱意に満ちていた。この
情熱が、今後の南極観測でどのような成果を生むか、
期待して待ちたい。� （J塾第22期生　木下岳士）

講演する野木義史 極地研所長（撮影：木下岳士）

停泊中の『しらせ』と実習参加者（撮影：「しらせ」気象長　冨田ひかり）説明する堀江憲路助教。ガラス窓の奥に見えるのがSHRIMP（撮影：木下岳士）
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　坂村健・東大名誉教授と言えば「TRON」である。
９月10日、東京・内幸町の日本プレスセンター会議
室を会場にハイブリッド開催した月例会で話をうか
がった。冒頭、「TRON」の現在について、カメラ、
オーディオ製品、ゲーム機から自動車エンジンや宇
宙探査機「はやぶさ」のコントロールまで、幅広い
分野で使われているとの紹介があった。「TRON」
は完全なオープンソースである。デバイス向けの組
み込み型リアルタイムOSに特化しており、世上言
われているマイクロソフトとの対立についても「全
く根も葉もないこと」とくぎを刺した。完全オープ
ンソース・フリーとした理由について坂村さんは「単
純に儲からないから」と断言したのが印象的だった。

AI・IoT人材の育成を目指して

　東洋大学は1887年に哲学者井上円了が創設した私
立大学だ。坂村さんは2017年、東洋大学に「情報連
携学部」(INIAD)を創設し、初代学部長に就任した
（現在は情報連携学学術実業連携機構長）。AIの活
用を想定したカリキュラムとシラバスはユニーク
で、「アイデアを形にできる人材の育成」を目指す。
AIをはじめとしてすべてのデジタル技術が学べる
よう、校舎から教員・学生まで、すべてに坂村イズ
ムが貫徹されるように設計された。
　例えば授業では紙が一切使われない。教科書はデ
ジタル教科書のみで、図書館にも紙の本は一切ない。
また校舎には5000個のIoTデバイスが埋め込まれて
おり、新しいチャレンジがいつでもどこでも可能と
なるよう工夫されている。

生成AI登場の衝撃

　AIについて坂村さんは、「かつてSFが様々なAI
を描いてきましたが、ChatGPTの出現は衝撃的で
した」と語る。試験やレポートでの積極的なAI利
用を推奨する。AI規制論がある中、「生成AIは自分
の頭で考えることを促進するために使うのです」と
極めてポジティブである。学生はいつでもどこでも
有料版の生成AIを利用することができる。大切な
のは「AIの上司になること」で、そのためには丁
寧な言葉づかいで入力するなど、「AIとのコミュニ

ケーションスキルが重
要です」と語る。
　授業は実践的である。
キャンパスに用意され
た「HUB-1」には温度・
湿度・気圧・人感・照
明などのセンサーが埋
め込まれており、ドア
やロッカーを開けるに
も、APIをベースに自
分でプログラムを作ら
なければ開けられない
仕組みとなっている。ビル全体がIoT教材なのである。

「連携」が未来を拓く

　教育のコンセプトは「連携」で、学生同士の連携
や学生と教師の連携を大切にする。いろいろな人た
ちが連携することで、できることが増えるというの
が坂村イズムである。また「文・芸・理融合」や「多
様性」を重視する。「文理融合という言葉は好きで
はありませんが」と前置きしながら、「文系だから
数学をやらなくていいなんておかしいと思いません
か」と疑問を投げかける。また古巣の東京大学での
試みがうまくいかなかった経験を踏まえて、「エス
タブリッシュではできません。全くゼロベースでや
るしかありませんでした」と心境を明かす。
　大学の役割についても明確だ。「高校は決められ
た知識の習得、大学は正解がない問題へのチャレン
ジです」と強調する。INIADの定員は初年度400人、
応募者は4,000人だった。坂村さんは「勉強しない
奴は来なくていい」と説いて回ったが、コロナ前に
は受験生が1万人近くにまで達したという。定員は
300人に減ったが、「半分近くを外国人にしたい」と
いうのが坂村さんの構想である。卒業生の就職率は、
ほぼ100%である。
　坂村さんは社会人のリカレント教育にも力を入れ
る。INIADの経験をベースに、企業の「学びなおし」
をサポートする。AIとIoTの導入で、企業は見違え
るように生き返るという。講演は質疑を交えて2時
間を超えた。実に盛りだくさんの内容だった。
� （理事　倉澤治雄）

AI時代の教育について熱く語る坂村
健さん（撮影　都丸亜希子）

生成AI時代の教育論
正解がない問題にチャレンジ

《9月》例会報告
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　認知症と軽度認知障害（MCI）の人の数は既に
1000万を超え、高齢化社会の進行とともに2040年に
は約1200万人に達すると推計されている。自分が、
家族が罹患する可能性があり、「他人事」ではない
認知症。10月９日の月例会は東京・内幸町の日本プ
レスセンター会議室を会場にハイブリッド方式で開
かれ、認知症の６～７割を占めるアルツハイマー病
研究の第一人者である岩坪威・東京大学大学院教授
（日本認知症学会理事長）を迎えて新しい診断・治
療法や新薬への期待、課題などを聞いた。

15 ～ 20年経て発症

　岩坪さんの専門は神経病理学だが、元は神経内科
の臨床医で、現在は臨床と基礎の両方の視点で新し
い治療薬の可能性に期待を寄せる。「認知症は病名
ではなく、症状なんです」。原因疾患としてはアル
ツハイマー病のほか、脳血管性や幻視、幻聴などが
出るレビー小体型の３つある。
　この中でもアルツハイマー病は、脳内に長い時間
をかけてアミロイドベータ（Aβ）などが蓄積し、
MCIを経て発症。独立した生活が営めなくなるよう
になる。MCIの前にもかなり長い「プレクリニカル
期」があり、 認知症が発症する15 ～ 20年も前から
Aβが脳内に溜まり始めるという。「正常な状態か
ら連続しているのです」と岩坪さんは強調する。

発症後の障害は記憶だけでない

　認知の障害が出るの
は大脳皮質の神経細胞
が脱落して神経細胞回
路が維持できなくなる
ためだ。細胞が多少失
われても海馬機能は維
持できるが、脱落・喪
失細胞が３割ぐらいに
なると障害が出てく
る。そして障害は記憶
だけでなく、言語機能
や空間の認知力、抽象
的思考などにも及ぶと

いう。
　加齢とともに多くの人は忘れやすく、覚えにくく
なる。その程度ならまだ「正常」の範囲だが、認知
症を発症すると家族ら周囲の人間の負担は一気に増
す。「最大のリスクファクターは社会の高齢化」と
岩坪さんは言い切る。高齢化社会は避けられず、暗
い気持ちになるが、光明はAβが蓄積して固まる前
の段階で人工的につくった抗体を結合させて神経細
胞が壊れるのを防ぐ新薬が登場したことだ。
　岩坪さんは新薬「レカネマブ」の特徴や有効性、
これまでの薬との違い、さらに今後の課題につい
て詳しく、丁寧に説明してくれた。

新薬「レカネマブ」への期待と課題

　レカネマブはAβを１年半で約60％減らし、臨床
試験では偽薬と比べて症状の悪化を27％改善した
と報告されている。今年９月には米製薬大手が開
発した「ドナネマブ」も国内承認され、「抗体医薬品」
の新薬への期待は膨らむ。ただ、投与対象は症状
が進んだ人ではなく、軽症の認知症とMCIの「早
期アルツハイマー病」（早期AD）に限られる。
　ポイントは早期ADの診断だ。視覚的にＡβの蓄
積を確認できる陽電子放射断層撮影（PET）など
での診断が必要で、こうした検査ができるのは大
きな医療機関に限られる。「受け入れ体制の整備も
課題」と岩坪さん。現段階では例えばレカネマブ
の場合、３割負担の高齢者でも年間100万円近くに
なる費用も課題だ。
　岩坪さんらの研究グループは今年５月、Aβと、
Aβの次に蓄積する「リン酸化タウ217」の２種類
のタンパク質を血液検査で測定・分析することに
より発症を高い精度で予測できる、と発表して注
目された。こうした血液マーカーへの期待も大き
いが、米国での研究開発も含めて承認例はまだな
いという。残念ながら実用化までまだ時間がかか
りそうだ。
　課題は残されているものの、アルツハイマー病
の早期診断・治療の開発研究がさらに進めば認知
症推計の数も減ってくるはずだ。「今後いろいろな
治療法が出てくるだろう」。岩坪さんはこう講話を
締めくくった。� （理事　内城喜貴）

「他人事」でない認知症に光明も
アルツハイマー病研究の第一人者に聞く

《10月》例会報告

新薬の登場など認知症をめぐる話題
を分かりやすく説明する岩坪威さん

（撮影　都丸亜希子）
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　いま、わたしたちはどのような時代に生き、科学・
技術を伝える仕事を行っているのだろうか。
JASTJ設立後の科学ジャーナリズムを振り返るな
かで、未来への展望を探そう—と、会員対象に行っ
たアンケートの回答を読み取りながら、３０年誌編
集に向けた議論を紹介する。

●IＴの影響、30年の変容さまざま

　「アンケートの回答で特に印象的だったのは『デ
ジタルやインターネットが自分の情報発信にどんな
影響を与えたか』をテーマにした質問への回答です」
と話すのは、編集メンバーでウェブメディアに詳し
い亀松太郎さん。　「日本のインターネット元年と
される1995年に触れている人が多いが、個々の回答
者が言及している時期や体験はバラバラで、人に
よってデジタルやインターネットとどう関わってき
たかが異なっているのが興味深いです」という。
　回答者30人から、通信技術の導入・普及に従って
仕事が大きく変わった経験が伝えられた。確かに体
験の仕方は所属組織、時期、世代などによってさま
ざまである。「年表」がつくれるように、できるだ
け時系列に並べると—
　「1979年から米国の統計解析ソフト（SAS）を使っ
た仕事。SASでインターネットとパソコンを使った
仕事を始めたのはWindows 95から。インターネッ
トで機械学習関連の記事を書いたのは2017年から」
（データサイエンティスト）。
　「1993年、電機メーカーにて業務効率化でPCが社
員全員に配布され、資料作成やイントラネットに使
われ始める」（サイエンスライター）
　「1995年、Windows 95の登場とともに。日々書く
原稿が紙面になるフローが変わった。情報収集の手
法も徐々に変わっていった」（元新聞記者、大学教
員）。
　「在米勤務の1990年代半ばから後半にかけてイン
ターネットが普及、会見場などに行かなくてもネッ
ト上で公開されるプレスリリースを基に書けるよう
になり、便利になった一方、直接対面の機会が減っ
た」（科学ジャーナリスト）
　「インターネット元年は、Windows 95の発売年。

1月の阪神淡路大震災の状況の発信やボランティア
募集では、パソコン通信とインターネット（音声モ
デムを用い、パソコン通信ネットを経由して使用す
るのが一般的）が活躍。新しい可能性を示しました」
（フリーライター）。
　「2000年ごろにインターネットで検索し、資料を
閲覧できるようになった。メールで連絡を取れるよ
うになったことが、取材や記事執筆の効率化に繋
がった」（フリーランス記者）
　「2004年。PC、ネットのおかげで本を書く」（コ
ンサルタント）
　「2005年、youtubeが登場し、ビジュアル（イラ
スト）専業にシフトした」（イラストレーター）。
　「2018年。それまでネット記事は紙媒体の記事の
二次利用だったが、その年からオリジナルのネット
記事を作成するようになった」（出版編集者）

●読み取れた特徴

　仕事の変容にいくつかの特徴があった。
１）海外と日本の違い
　1998年ごろ、学会発表の抄録の提出では紙の使用
がなくなり全てインターネットのウェッブ上での作
業だったという会員（医師）は海外から帰国し、都
内の私立大学勤務に戻ったが、「大学にはまだイン
ターネットの設備がなく、研究成果発表の申込さえ
できないほど、日本は遅れていることに唖然」とし
たとの回答。
２）新聞かWebか
　「新聞記事は多くの人が関わって作り上げるが、
ウェブ記事は基本的に一人の編集者が最初から最後
まで責任を持つ。文字数に制限がないなどの差はも
ちろんあるが、この点がもっとも大きな違いだった」
と元新聞社論説委員。
　「ネット記事では紙媒体で得られていたほどの収
入が期待できないため、原稿料は安くなり、質の高
い記事を提供したい編集者・書き手としては見合わ
ない仕事になっていく。そのジレンマは今なお続き、
世の中に本当に必要なことを伝える環境が失われて
いくことを懸念する」編集者。一方、「WEB媒体で、
調査やインタビューを重ねたまとめものも工夫次第

30年間、わたしの仕事はどう変容したか
会員が語るネット社会への体験

特集　JASTJ設立30周年 その3
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で読まれる」（ジャーナリスト）動きもでている。
３）世代の違い
　年齢の違いによって職場環境が異なるだけに、30
代の記者は「記者職に就いた時点（2019年）でイン
ターネットが普及していたため、変化を経験してい
ない」。また50代のテレビ局の報道系ディレクター
は「仕事を始めた1992年、インターネットなどを活
用していたので、デジタル化やインターネットで大
きく変わったという記憶はない」という。

●JASTJの設立、「ネット元年」から10年後

　JASTJ設立から10年後の2004年、10周年記念に
『科学ジャーナリズムの世界』を発刊した。日本の「イ
ンターネット元年」からもほぼ10年の時期。中古書
となった同書を読んだ亀松さんは、インターネット
が科学ジャーナリズムに与える影響についてほとん
ど議論されていないのが気になったという。「一部
の筆者（森山和道さんとJ・コーネルさん）がインター
ネットによるメディアの変化に注目しているだけ。
当時の大手メディアで働くジャーナリストにとって
インターネットの存在感はまだ小さく、その後、誰
もがSNSで手軽に情報発信できる時代がやってくる
とは、想像できなかったのではないでしょうか」と
分析した。
　ここで弁明的な補足解説をすると、その前年の
2003年、JASTJは会則を大改正して、会員の資格を
科学ジャーナリズムや科学コミュニケーションに関
心のある人であればだれでも入会できるよう門戸を
開いた。新聞、放送、出版なので大組織所属の会員
から、フリーランスや科学コミュニケーターの参加
がしやすくなったばかり、変革期の最中である。
　この時期に通信手段にメールを使うようになり、
2002年に科学ジャーナリスト塾を開講、2003年には
熱意ある若手会員の貢献によってホームページも出
来上がった。10周年を期に科学ジャーナリスト賞の
募集も開始。ただし月例会の様子をビデオで収録、
youtubeで会員に配信するようになったのは、2013
年12月例会（「災害と公衆衛生」；講師は越智小枝さ
ん）から西野博喜さんの奮闘によるもので、ＪＡＳ
ＴＪもインターネットによる「発表の場」をつくり
だしてきた。

●AI社会に批判的な視点

　「デジタル化やAIの活用が進むなかで、あなたの
仕事やこれからの社会の在り方について、どのよう
な期待、希望、展望、将来像などをお持ちですか」

との問いの答えも興味深い。
　30周年編集チームの宮野きぬさんは「便利になる、
社会変えるだろうといった肯定的な回答が比較的多
かったが、一方、社会が分断するとか、誤情報、偽
情報が増えていくだろうという現代の社会問題に通
じるところに引きつけたジャーナリストらしい批判
的な視点に注目した」という。
　例えば、「AI技術は先進諸国の経済と文化を破壊
する危険性が高い」（Yさん）、　「社会はITCリテラ
シーによる格差が広がる」（Mさん）、　「分断がます
ます進む / 広大な情報のなかで自分が気に入る情報
だけを取り上げる人たちがバラバラに存在する社会
の像が思い浮かぶ」（Tさん）、「懸念するのは、悪
意を持った、意図した偽情報や偽動画による混乱で
す」（Uさん）という未来予想である。

●インターネットのない時代の「前史」も記したい

　編集チームの高木靭生さんは、「私の年代だと原
稿用紙に書いて赤字を入れられ、原稿の送り方も
オートバイによる定期便からFAXへと、どんどん
変わっていった。若い人にはほとんど想像できない
かもしれないが、取材もこういう話題だったら誰に
あたればいいだろうかと、大学の紀要や学会の予稿
集を見て探し、研究者に電話でコンタクトしていた。
インターネットのある今とはまったく違う。そうい
う時代にどのように記事が作られていたのか、30年
史の、いわば『前史』を記しておく必要もあるので
はないか」と話す。
　新聞業界の技術革新が進むときに仕事をし、災害
報道を重ねた経験の持ち主の井上能行さんも1977年
の入社当時、原稿はざら紙と呼ばれる質の悪い紙に
ボールペンで書いた。長崎県の雲仙・普賢岳で大火
砕流が起きた1991年6月、大火砕流の発生を知って
九大の火山観測所から待たせていたタクシーに乗っ
て近くの公衆電話に向かった。後から応援で来た記
者は社有の携帯電話を持っていた。1995年の阪神大
震災では、ノートワープロ（パソコンではない）で
原稿を書き、終わるとワープロを抱えてISDN公衆
電話に行って原稿を送ったという。
　「インターネット元年」と呼ばれるこの年、社内
でインターネット信奉者は明るい未来を、懐疑派は
危険性を主張していた。井上さんは「AIも含めて
技術の社会的受容は『ラッダイト』（19世紀初頭に
イギリスで起きた機械破壊運動）の時代から続く課
題なのかもしれない」とネット導入時の経験をAI
時代に向かううえで参考にできないかと提言する。
� （30周年記念誌編集チーム）
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　情報通信技術はあらゆる産業・社会活動の基盤
であるが、日本では海外の技術に頼っている部分
が多い。そうした中、日本で唯一、情報通信分野
を専門とする公的機関である国立研究開発法人情
報通信研究機構（以下NICT）の見学会が11月18日
に行われた。科学ジャーナリスト塾第22期生4名を
含む17名が東京都小金井市にあるNICTを訪ねた。

実感したサイバー攻撃の恐怖

　この日はオペレーションルームをガラス越しに見
学できた。大型パネルに地球が大きく示され、攻撃
を示す矢印が世界各地から大量に日本に向かってい
るのを目の当たりにした。「サイバー攻撃」という
言葉を実感し、恐怖を覚える。
　防犯カメラや家電などがインターネットにつなが
り、便利になっている半面、サイバー攻撃の標的に
もなっている。日本国内では、1つのIPアドレスに
つき、14秒に1回のペースでサイバー攻撃を受けて
いるという。徳田英幸理事長は「マルウェアを使っ
てお金を儲けるというビジネスモデルもできてお
り、サイバー攻撃が非常に増えている。攻撃を受け
ないようにするのは不可能。大事なのは、できるだ
け被害に遭わないようにすること、そして被害を軽
減することだ」と語った。
　NICTでは、未使用のIPアドレス30万個を常に観
測し、サイバー攻撃を検知すると世界のどこからの
攻撃であるかを分析するとともに、こうした情報を
提携している地方自治体等に提供している。
　人材育成にも力を入れている。例えば「若手セキュ

リティイノベーター育成プログラムSecHack365」
では、毎年、25歳以下の40名を選抜し、高度な実習
を一年間行っている。また、地方自治体等でインシ
デント発生時の被害軽減を担う担当者の育成を図る
「実践的サイバー防御演習CYDER」は、全国各地
で年間100回以上行われ、約3,000名が受講している。

最先端技術で巻き返し図る日本

　次世代通信システム、多言語音声同時翻訳、生成
AI、量子暗号、宇宙天気予報などについても国内
最先端の取り組みを聞いた。
　2030年代には6G通信が実用化される見通しであ
り、世界的な研究開発競争が起こっている。日本で
も産学官が連携し、材料科学などの日本の強みを生
かした研究開発が行われている。
　また、ChatGPTなどの生成AIの利用が急速に進
んでいるが、使われている日本語データはわずかで
あり、日本の文化やアイデンティティがかき消され
てしまう可能性がある。そのため、NICTでは日本
語のデータを基にした生成AIの開発も進めている。
　一方、量子コンピューターが実用化されれば、現
在、通信で広く使われている暗号が簡単に解読され
てしまう。いま暗号化してやりとりをしている通信
内容もいったん保存されて将来解読されてしまう恐
れもあるため、量子コンピューターを使っても破ら
れない暗号の開発が急務になっている。NICTでは
光子を使う「量子暗号」の開発を進めている。
　これらとは少し毛色が異なる取り組みが「宇宙天
気予報」だ。太陽からは常に電磁波や電気を帯びた
ガスである太陽風などが地球に吹き付けており、そ
れが強くなると通信障害などの悪影響が出る。
NICTでは24時間体制で太陽や地磁気の活動を監視
して、世界各国の連携機関と情報共有をするととも
に、宇宙天気予報を発表している。また、より精度
の高い予報のため、宇宙空間のセンサー設置に向け
た研究開発を進めている。
　現在、そして未来の私たちの生活は、情報通信技
術なしには成り立たない。激変する世界情勢の中で、
自国で情報通信技術を開発・提供する「サイバー自
給率」の向上は非常に重要であることを、今回の見
学会で実感した。　� 　（J塾第22期生　尾嶋好美）

サイバー自給率向上を目指して
NICTで見た情報通信技術の研究最前線

《11月》例会報告

情報通信研究機構（NICT）の研究者らと見学会参加者（写真提供　縣秀彦）

見学会報告

8



塾で活躍していた藤田豊さん、2017年2月の修了式にて。

　「ジャーナリスト須田桃子が見た線虫がん検査の
『闇』〜新たな医療技術と正しく向き合うために求
められるものは？」と題したWEB井戸端会議を11
月26日午後7時から開いた。「ご近所さん」はフリー
ジャーナリストの須田桃子さんとJASTJ理事の
佐々義子さん。「合いの手」は滝順一が務めた。
　須田さんは、HIROTSUバイオサイエンス社（東京）
が提供する線虫を用いたがん検査の有効性に疑問を
抱き、オンラインニュースサイトNewsPicksの同僚と
チームを組み、広津崇亮代表をはじめ同社関係者や、
大学病院やクリニックで通常のがん検査に携わる専
門家などを丹念に取材、2024年9月に6回にわたる連載
記事「虚飾のユニコーン」を掲載した。当該検査は
偽陽性、偽陰性が多く、同社が広告宣伝で主張する
高い精度を持たないことを明確に示す内容だった。
また著名企業や団体がしっかりした検証を行わずに
HIROTSUバイオ社に投資したり協業したりし、疑惑
報道にも関わらず同社は今も検査を提供し続けてい
る実態を明らかにした。一連の報道は大きな反響を

呼び、調査報道大賞奨励賞などを受賞している。
　井戸端では、須田さんが検査の内容や取材の経緯
について裏話を含めて解説。須田さんらNews 
Picksの取材チームの報道に対するHIROTSUバイ
オ社の反論に対する反証も示した。
　過去には線虫がん検査を賞賛する報道が多数あっ
たが、疑惑浮上後に「改めて掘り下げ検証するメディ
アはほとんどない」と須田さんは語り、「結果的に
メディアがHIROTSUバイオの急成長や水面下の被
害の広がりを後押ししている」と指摘した。
　「くらしとバイオプラザ21」の常任理事としても
科学コミュニケーションに長年携わってきた佐々さ
んは、線虫検査を信用し発がんを見逃してしまった
患者さんに須田さんらが直接取材し、辛さや後悔の
思いを記事で伝えたことに触れ「科学的な検証だけ
にとどまらず、普通の人の立場に立って問題を伝え
た点を大事にしたい」と話した。井戸端の参加は31
人。質疑応答では須田さんの活動を賞賛、共感する
意見が複数出た。� （理事　滝順一）

「虚飾のユニコーン」著者に聞くWEB 井戸端会議（12月）

「香りの世界」を豊かに伝えた藤田豊さん

（注）藤田さんは、会報86号（2018・3
月発行）の会員だよりで「調香師の仕事」
を寄稿している。（撮影　都丸亜希子）

 　大手香料メーカーを退職後入会したJＡＳＴＪ
で、塾などの活動に尽力くださった藤田豊さん
（1955年生まれ）が今年4月に亡くなった。科学を
伝えることへの情熱を秘め、常に笑み絶やさず若
い人たちと語り合っていた。その姿が見られなく
なったのは寂しい限りである。
　藤田さんは化学を専門に、香料の研究開発や海
外への事業展開した経歴の持ち主だった。2016年
から2期連続で塾生として学ん
だ。その後、塾のサポーター
として塾の活動を陰ながら支
えてくださった。月例会や見
学会にも必ず参加し、報告記
事やわらかいタッチで綴って
くれた。
　一杯飲めば、専門の「香料」
の世界を楽しく語った。「人間
の社会に、においや香りがな
ければ、腐ったものを食べて
しまったり、花の香りも香水

もなく味気ないものになる。いまの食品や飲料で
味があると思うものは、ほとんどが化学でつくり
あげた味覚や香料ですよ」。
　市民の学びの場でも「香りの化学」の講師など
を務めるようになった。「専門家でなくても理解で
きるように書くにはどうすれば良いか、などジャー
ナリスト塾で学んだことは、その後の私の人生で
大いに役立っています」と話していた。

　民間出身の化学をおもしろ
く伝えていた仲間。穏やかな
人柄とともに、磨いた科学コ
ミュニケーターとして技をこ
れからも生かしていただけけ
ると頼もしく思っていただけ
に惜しまれる。慎んでご冥福
を祈りたい。�
� （理事　佐藤年緒）
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JASTJ をサポートする 賛助会員・団体一覧
（50音順、2024年12月現在）

花王株式会社

国立研究開発法人 科学技術振興機構

カクタス・コミュニケーションズ株式会社 一般財団法人　新技術振興渡辺記念会

国立研究開発法人　海洋研究開発機構

大学共同利用機関法人　情報・システム研究機関

株式会社構造計画研究所

公益財団法人 実中研

大学共同利用機関法人　高エネルギー加速器研究機構 株式会社テックベンチャー総研

　企業の採用担当の方と話をすると、どんな学生さ
んに来てもらいたいかについて、「組織に馴染みな
がらも、自分の頭で考えて自主的に行動できる人材
がよい」という旨の意見に対して、NOという人に
はほぼ出会わない。
　大学で「自分の頭で」に該当する最たる機会は卒
業研究・ゼミである。ただ、そのプロセスの完了を
待たずに就職活動は始まってしまい、面接等でアピ
ールする機会はない。所属する研究室にもよるが、
できるかできないかやってみなくてはわからない研
究（だからこそ研究である！）をやって、一定のレ
ベルに達しなければ、卒業できない。従って、本来、
卒業研究は軽視できないし、時として就活との両立
は考えられないとすら思える。
　ならばいっそのこと、大学受験合格直後に一旦社
会に出て自主的経験を積んでから、大学に戻れる仕

組みにした方がよいとすら思えてくる。
　一方、「自分の頭で」を達成できている人は、そ
もそも会社組織等に就職する（雇われる）必要もな
い。自分で動けるのだから。完全なジレンマである。
更に、「できる奴ほどやめていく」という現象にも
歯止めがかからない。
　組織人になると、(1)その人個人の意見なのか、(2)
組織の中での立場が言わせているのかは時としてわ
かりにくく、(1)と(2)がイコールでなくなってきた時
が、外に出ることを考えるタイミングなのかもしれ
ない。
　以上のようなことを考えて久しいが、新理事を仰
せつかり、研究者の専門的な目線から情報を見る立
場、あるいは自分自身で一次情報を作る立場から、
JASTJ内外での活動に活かせたらと考える次第で
ある。� （新理事　寺沢和洋）

自分の頭で考える人材は組織に馴染めるのか?オピニオン
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株式会社東芝

公益社団法人　日本アイソトープ協会

ロート製薬株式会社

株式会社日本医工研究所

日本学術振興会

国立研究開発法人理化学研究所

国立研究開発法人　量子科学技術研究開発機構

東京理科大学

国立研究開発法人　物質・材料研究機構

東京サラヤ株式会社

　9月理事会は９月２日午後7時からオンラインで開いた。滝
事務局長が科学ジャーナリスト賞2025の募集を7月初旬から
開始、7月29日にJ賞委員会で選考の進め方などを議論したと
の報告があった。室山会長が11月例会は情報通信研究機構見
学会としたいと提案が、承認された。12月は田中俊一元原子
力規制委員長、2025年2月は光量子コンピューター開発の高瀬
寛東大助教を招く案も了承した。月例会録画のアーカイブ化
を議論しアーカイブ化を進めることで合意した。
　10月理事会は10月1日午後7時からオンラインで開催した。
滝事務局長が24年度上期収支（暫定）を報告した。室山会
長から2025年1月例会は映画「サイレントフォールアウト」
の上映会とし伊東英朗監督を招くとの提案があり了承した。
同３月例会は水野素子衆議院議員（元JAXA職員）を講師
に招くとの提案を了承した。科学ジャーナリスト塾につい

て高橋塾長から９月５日に開講式を行い順調にスタートし
たとの報告があった。佐藤理事から30周年記念誌に関連し
て会員を対象にアンケートを実施するとの報告があった。
　11月理事会は11月5日午後7時からオンラインで開いた。
滝事務局から10月30日J賞委員会を開催しJ賞20周年イベン
トなどの意見交換をしたとの報告があった。高橋塾長から
塾の取材実習で国立極地研究所と南極観測船「しらせ」を
訪問したとの報告があった。瀧澤編集・広報委員長が12
月会報の構成案を説明した。小出国際委員長が世界科学
ジャーナリスト連盟の新理事選任投票結果、及び11月20
日の連盟年次総会（ブタペスト）に出席予定であると報告
した。またアジア地域の連携についてインドネシア科学
ジャーナリスト協会前会長から呼びかけられているとの報
告があった。

理事会から

一般財団法人　阪大微生物病研究会

一般社団法人　日本溶接協会
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108号（2023年9月号）から編集長を拝命しました。嬉しいことに新会員や新刊紹介で最終頁がいっぱいで、今回
初めての編集後記です。改めましてよろしくお願いします。今年JASTJは30周年を迎え、この会報も大きく変容し
てきた科学ジャーナリズムの役割や時代を展望する内容が目立ちます。ただ、どんなにツールが変わっても主人公
は人間。不可逆的変化のなかで仲間たちが何を感じ、何をしたのかを記録できればと思っています（美）。

編集
後記

■ 新入会員の自己紹介

●佐飛 峯雄（第一工業株式会社）

　今年12月で古希を迎えるが、生来の好奇心が衰えず
に未だに新規事業探索を担当している。齢を重ねると
「結晶性知性」が出番となる。さて、死ぬまで現役でい
られるかどうかであるが、本会に入会させて頂ければ
幸いである。

●山本 憲（順天堂大学 健康データサイエンス学部）

　３月末まで京都にいました。４月から東京（千葉）
へ転職してきました。東京では勉強することがいくら
でもあるので凄いなあと感じています。もともと医師
ですが、今は大学データサイエンス学部教員として勤

務しています。学生教育全般に興味があり、学生教育
の充実や革新が必要であると信じています。

●濱口 英雄（立命館大学衣笠総合研究機構）

　番組ディレクターとして、ニュースや報道番組など
を通じて科学技術のトピックを取材し、広く社会に伝
えてきました。現在はメディアの実践的研究と教育に
従事し、サイエンスコミュニケーションの充実に関心
があります。よろしくお願いいたします。

退会
藤田 豊

会員の BOOKS

「科学に魅せられて
－女性研究者という生き方」
高橋真理子（著）
（日本評論社・2400円＋税）
　研究者の女性比率が日本は際立って低い国です。
男女共同参画白書に掲載されるグラフを見ると、い
つも韓国の下で最下位。そんな日本で女性研究者と
して生きてきた28人の深掘りインタビューを１冊に
まとめました。
　「アエラドット」で2023年1月から月に2人のペースで続けた連載に、
2020年に「論座」に掲載した太田朋子さん（1933年生まれ、2016年文
化勲章）を加えました。最若手は1985年生まれの数学者・佐々田槙子さ
んです。分野や年代がバラエティに富むようにインタビュイーを選んだ
ので、まとまってみると日本社会の半世紀の変化が鮮やかに見えてきま
した。私にとっても思いがけないことで、ぜひ皆さんにも読んで実感し
ていただきたいと願っています。� （副会長　高橋真理子）

「風になった優ちゃんと
学校給食」
馬場錬成（著）
（評論社・1760円〈税込〉）
　難病で床に伏している小学6年生の優ちゃんと、
クラスメイトのゆかりをめぐる友情物語です。学校
給食を食べられない優ちゃんに給食便りを届け、学
校の様子を話して元気づけたり、食育の授業を話し
て聴かせます。
　日本の学校給食は世界に冠たる日本のソフトパワーであり、戦後、
営々と築き上げてきた教育行政の中でも、その内容と継続性、時代と
共に進展させた施策は秀逸です。学校給食の栄養管理は完璧であり、
日本の長寿国家の原点になっていることを理解し、食育とはどのよう
なことを学ぶのか、わかりやすく現場の状況を語った児童本です。年
齢に関係なく大人や教員に読まれています。� （会員　馬場錬成）

「科学者・技術者として活躍しよう
－技術者倫理事例集（第3集）」
電気学会倫理委員会（編）
（電気学会・1700円＋税）
　倫理的失敗は科学者・技術者としての将来の可能
性を断ちかねない。技術者倫理という言葉は明るい
響きをもたないが、倫理は科学者・技術者として活
躍するための必要条件になる。ところが、若い科学者・
技術者は倫理的な失敗を経験していない。もし事例に科学・技術にとっ
て倫理とは何なのかを学ぶことができれば、失敗のリスクを軽減でき、
自分のキャリアの将来を明るくすることができる。
　この事例集には16篇の事例が収録されている。過去に刊行した2冊の
事例集と合わせて40篇になる。第3集の事例執筆者の半数は電気学会非
会員である。電気工学・技術の専門家にとってもそれ以外の人にとっても、
幅広く学べる有意義な事例集である。� （会員　大来雄二）

「世界一クールな
気候変動入門」
ジョン・クック（著）　
加納安彦（日本語版監訳）
（河出書房新社・2900円＋税）
　JASTJ理事の縣秀彦氏が代表を務める

「理科基礎検討会」（仮称）のメンバーを中
心に、温暖化教育の副読本として活用する
ことを目的として作られました。
　マンガと文章を組み合わせた構成になっていて、一見すると子ども向
けの作品に見えますが、温暖化否定論を否定する科学的な議論や、石油
業界の問題などを正面から扱っていて、大人が温暖化を議論するための
解説本として十分に通用する内容となっています。� （会員　小西一也）
※本書はアメリカで出版された『Cranky Uncle vs. Climate Change』　
　（Citadel Press Inc.,U.S.、2020）（和訳すると「困ったおじさん 対 
　気候変動」）を翻訳したものです。

新刊紹介
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